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学校図書館と情報リテラシー 
 
後藤敏行 
 
1. はじめに 
今日，生活の様々な場面で情報があふれている。その中から必要なものを選び出し，読
み解き，問題の解決や新たな情報の創造・発信をする能力（情報リテラシーあるいは情報
活用能力等と呼ばれる）を初等中等教育の段階から涵養する必要性が叫ばれて久しい。 
学校図書館と情報リテラシーについて論じた文献も多い。特に，2002 年度に新学習指導
要領が施行された頃から急に増えた。総合的な学習の時間等で問題解決的な学習を行うに
当たり学校図書館が一層大きな役割を担う，と考えられるようになったことが背景にある
と思われる。 
既存の文献の多くは教育現場からの実践報告である。それらの個々の事例は関係者に示
唆を与えるのに役立つとは思われる。本稿は，既存の文献や政府関係資料を基に，児童・
生徒の情報リテラシー育成のための，わが国の学校図書館の役割や実際の取り組みについ
て，より全体的・総合的な観点から現状を分析し，現時点における課題を明らかにする。 
まず，情報リテラシーがわが国ではどのような能力として考えられてきたか，より詳し
く整理する。次に，児童・生徒の情報リテラシー育成のための学校図書館の役割について
分析する。さらに，学校図書館の取り組みの事例を複数取り上げる。その上で，今後の課
題を述べる。 
 
2. 情報リテラシー 
  わが国の学校教育において情報リテラシー（情報活用能力）はどのようなものとして考
えられてきたかを，代表的な審議会答申を基に以下で整理する。結論を先に言えば，1.で
述べたような能力に加え，コンピュータの操作能力や情報モラルにも力点が置かれてきた。 
  情報活用能力に始めて本格的に言及した例として，臨時教育審議会第二次答申（1986
年）がよく引かれる。そこでは，情報活用能力を「情報および情報手段を主体的に選択し
活用していくための個人の基礎的な資質」であるとし，「読み」「書き」に並ぶ基礎・基本
として重視することを提言した 1。同時期に，教育課程審議会答申（1987 年）は「社会の
情報化に主体的に対応できる基礎的な資質を養う観点から，情報の理解，選択，処理，創
造などに必要な能力及びコンピュータ等の情報手段を活用する能力と態度の育成が図られ
るよう配慮する。なお，その際，情報化のもたらす様々な影響についても配慮する」と述
べている 2。また，文部省（当時）の『情報教育に関する手引』（1990 年）では，教育課
程審議会への提出資料における，情報活用能力の以下の定義を紹介している 3。 
 
・情報の判断，選択，整理，処理能力および新たな情報の創造，伝達能力 
                                                  
1 参考文献 31. 
2 参考文献 20. 
3 参考文献 19. 
・情報化社会の特質，情報化の社会や人間に対する影響の理解 
・情報の重要性の認識，情報に対する責任感 
・情報科学の基礎および情報手段（特にコンピュータ）の特徴の理解，基本的な操作能力
の習得 
 
以上の資料からは，情報の選択・理解・創造能力，コンピュータの操作能力，情報モラ
ルという 3 つの側面が，情報活用能力が話題に上った初期の頃から意識されていたことが
確認できる。 
 中央教育審議会第一次答申「21 世紀を展望した我が国の教育の在り方について」（1996
年）では，情報化に対応した教育課題のひとつとして「高度情報社会における情報リテラ
シー（情報活用能力）」の育成を挙げた。そこでは情報リテラシーを「溢れる情報の中で，
子供たちが誤った情報や不要な情報に惑わされることなく，真に必要な情報を取捨選択し，
自らの情報を発信しうる能力」「情報に埋没することなく，情報や情報機器を主体的に選択
し，活用するとともに，情報を積極的に発信することができるようになるための基礎的な
資質や能力」等と定義している 4。 
中央教育審議会第一次答申を受けて 1996 年に発足した「情報化の進展に対応した初等
中等教育における情報教育の推進等に関する調査研究協力者会議」は，初等中等教育の段
階で育成すべき情報活用能力を以下のように整理した（第一次報告 1997年，最終報告 1998
年）5。これは文部科学省の『情報教育の実践と学校の情報化：新「情報教育に関する手引」』
（2002 年）等にも引き継がれる等，情報活用能力の内容を表すものとして広く普及してい
る。 
 
・情報活用の実践力 
 課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて，必要な情報を主体的に収
集・判断・表現・処理・創造し，受け手の状況等を踏まえて発信・伝達できる能力 
・情報の科学的な理解 
 情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と，情報を適切に扱ったり，自らの情報活
用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解 
・情報社会に参画する態度 
社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し，情報
モラルの必要性や情報に対する責任について考え，望ましい情報社会の創造に参画しよ
うとする態度 
 
各資料を比較すると，年代ごとの時代背景に応じて言葉遣いに若干の違いが見られるも
のの，情報リテラシーあるいは情報活用能力を定義する際，情報の選択・理解・創造能力
だけでなく，コンピュータの操作能力，情報モラルという側面も重視されてきた点で一貫
していると言える。このことは，情報リテラシーの育成に学校図書館が関わろうとすると
                                                  
4 参考文献 38. 
5 参考文献 16，18. 
き，情報および情報技術を活用するための知識・技能を習得させる教科である「情報」等
との連携をどうするか，情報モラルの要素をどう取り入れていくか，が課題となるという
ことを意味する。この点については 5.で述べる。以下ではその前に，情報リテラシー育成
と学校図書館の関係について分析する。 
 
3. 情報リテラシー育成と学校図書館 
以下では，児童・生徒の情報リテラシー育成にわが国の学校図書館がどのような役割を
担うかについて分析する。 
2002 年度からの新学習指導要領の下，自ら課題を発見し，主体的に判断し，問題を解決
する能力を育てることをねらいとして「総合的な学習の時間」が実施されることになった。
各教科の指導においても問題解決的な学習を重視するべきであるとされ，各学校での指導
計画の作成等に当たっては「学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，児童の
主体的，意欲的な学習活動や読書活動を充実する」ことを配慮するべきとされた 6。 
同時期に文部科学省が刊行した『情報教育の実践と学校の情報化：新「情報教育に関す
る手引」』（2002 年）は，学校図書館について，VTRやDVD等の映像メディアやコンピュ
ータ，インターネット等，図書以外にも様々なメディアを備えたメディアセンターとして
の機能を強化することを提言した。また，司書教諭については「読書活動の充実とあわせ
て学校における情報教育推進の一翼を担うメディア専門職としての役割を果たしていく」
ことや，「学校図書館の学習情報センターとしての機能を生かして，児童生徒に情報活用能
力を身に付けさせていくことや児童生徒の調べ学習に適切な指導助言を行うなど，これら
の多様なメディアを活用した学校教育の展開について中心的な役割」を担うことが期待さ
れるとした 7。 
学校図書館が問題解決的な学習等において中心的な役割を担い，それによって情報リテ
ラシーの育成に最も貢献する設備となると喧伝されることがあるが，上に挙げたような状
況を根拠にしてのことと思われる。そうした主張は，しかしやや一面的である。新学習指
導要領において，総合的な学習の時間に対する学校図書館の役割が明記されているわけで
はない。「情報活用能力の育成を学校図書館が図る」という文言があるわけでもない。学校
図書館の活用は，以前の学習指導要領とほぼ同じ箇所を継承しているだけで，形式的に取
り上げられているにすぎないと見ることもできる 8。 
こうした点を割り引いて考えるべきではあるものの，学校図書館が問題解決的な学習や
調べ学習等で一層活用され，それを通じて児童・生徒の情報リテラシー育成に寄与すると
考えることは，差し当たりは妥当であろう。具体的には，学校図書館が以下のように機能
することが想定可能である 9。 
 
・全体の授業活動の中で特に「調べ学習」の部分を受け持ち，情報収集の中心となる。そ
                                                  
6 参考文献 17. 
7 参考文献 15. 
8 参考文献 24，37. 
9 以下の記述は参考文献 24 に基づく。 
の際，学内にとどまらず，公共図書館とのネットワークを生かしてできるだけ必要な情
報源を提供することが望ましい。 
・児童・生徒の関心に基づいたテーマ設定ができるよう，地域資料や教科に関連した資料
を準備する，ブックトーク等を通して資料を紹介する，低学年には「読み聞かせ」等を
して興味を持たせる，といった工夫をする。 
・校外でのインタビューや取材のための準備，作業中の問題点，終了後の編集等において，
メディアセンターとしての機能を発揮する。 
・学習成果を保存し，学校のアーカイブズセンターとして機能する。 
 
実際，学校図書館が情報リテラシー育成に寄与しようとする多くの実践が報告されてい
る。それらの中で特に目立つものを次に取り上げる。 
 
4. 事例 
事例報告は多数存在する。以下では，特に先進的，特徴的な事例を取り上げる。 
 
4.1 カリキュラムにおける学校図書館の明確な位置付け 
情報リテラシーの育成に向けて，学校図書館を活用した単元を各教科や総合的な学習の
時間のカリキュラムに取り入れ，学校全体での組織的な取り組みを可能にした実践例を稲
井が報告している 10。伝統的な都立進学校の中高一貫校への改編を機に，6 年間にわたる
授業計画の中に，学校図書館の活用を盛り込んだ。各教科では，学校図書館を活用した授
業をすべての学年で年間 5-20 時間程度実施することとした。総合的な学習の時間では，
PISA型読解力の育成（PISA型読解力については 4.2 参照）や主体的な情報活用等をねら
いにし，そのために学校図書館を活用することを明記した。課題としては，全体構想に基
づきさらに具体的な計画を策定することを挙げている。その際，以下の点に留意が必要で
あるとしている。 
 
・学校図書館が所蔵する，新聞やインターネット情報等を含めた多様なテキストに対する
批判的な思考力を育成する。 
・情報の収集や取捨選択だけでなく，「熟考・評価」のプロセスをカリキュラムの中に具体
化する。 
・学校図書館を活用して情報を発信する，という要素をカリキュラムに含める。 
 
4.2 PISA 型読解力の育成支援 
  PISA型読解力は，義務教育修了段階の生徒を対象にした，経済協力開発機構
（Organisation for Economic Co-operation and Development）による生徒の学習到達度
調査（Programme for International Student Assessment）の調査内容のひとつである。
「自らの目標を達成し，自らの知識と可能性を発達させ，社会に加わるために，書かれた
                                                  
10 参考文献 5. 
テキストを理解し，利用し，熟考する能力」11と定義される能力であり，義務教育修了段
階にある生徒が，文章のような「連続型テキスト」および図表のような「非連続型テキス
ト」を幅広く読み，これらを広く学校内外の様々な状況に関連付けて，組み立て，展開し，
意味を理解することをどの程度行えるかを見ることをねらいとして設けられているもので
ある。単なる「テキストの中の情報の取り出し」だけではなく，書かれた情報から推論し
て意味を理解する「テキストの解釈」、書かれた情報を自らの知識や経験に位置付ける「熟
考・評価」の 3 つの観点を設定し，問題が構成されている 12。 
PISA型読解力の指すところと情報リテラシーのそれが同一の方向性にあるという観点
に立った上で，それらの育成を目的とする，学校図書館を活用した公立小学校 3 年国語の
授業実践を杉本が報告している 13。情報収集を中心に据え，さらに，使用目的を意識しな
がら収集した情報をまとめ，発表し合うという単元であり，3 年生の児童にとって初の本
格的な調べ学習の機会である。  
授業の有効性を検証する目的で，「あなたがこれまで本を読んで知ったこと，わかったこ
との中で，いちばんおどろいたことを，友だちに教えてあげましょう」という質問を授業
の事前・事後の 2 回行った。その結果，事後アンケートでは児童の回答の量が増したこと
が確認された。回答の内容も，詳しく，わかりやすくなっている児童が多数見られた。こ
れらから，単元内で留意して指導した，読み手を意識して文章を書くという点について，
児童の意識の向上が示唆されたと報告している。課題として，PISA 型読解力や情報リテ
ラシーの継続的な指導のためには，司書教諭がコーディネート的な活動を行うことが不可
欠であるのだが，現状ではそれがまだ十分ではない点を指摘している。 
 
4.3 パスファインダーを活用した情報リテラシーの育成 
パスファインダーとは，自分の求める資料を探し当てるために，どのような手順で，ど
のように探していけばよいかが体系的にまとめられている 1 枚もののツールである。資料
を集める際の道しるべとも言える。関連資料や情報を必ずしも網羅的に記載するのではな
く，資料の探し方を記載する点で文献リストとは異なる。また，広いテーマについて一般
的な情報探索法を紹介するのではなく，具体的な，小さなトピックに絞って作成される。
パスファインダーの使用を通じて，情報探索のスキルを利用者が習得することができる。 
公立高校および私立高校の学校図書館において，情報リテラシーの育成にパスファイン
ダーを活用した事例を成田，山家が報告している 14。各自の進路希望に応じたトピックの
パスファインダーを高校生自らが作成するという取り組みや，調べ学習の授業にパスファ
インダーを導入することを通じて，生徒が情報探索の全体像を把握できたこと，主体的な
学習姿勢が醸成されたことが観察された。パスファインダーが活用されるために，用途を
考えた上で作成すること，生徒の関心に合わせること，レファレンスの際にパスファイン
ダーを用いて知名度を上げること，等を推奨している。また，各学校の実践を公開・情報
                                                  
11 参考文献 28. 
12 参考文献 14. 
13 参考文献 35，36. 
14 参考文献 27，43.  
共有することによって，多様なニーズに応えることができると提案している。 
 
4.4 授業「情報活用」の実践 
  従来の図書館利用教育を発展的に継承し，調べ学習や問題解決的な学習に対応する情報
処理能力を身に付けさせることをねらいとした，学校図書館を活用する授業「情報活用」
の実践を中津井が報告している 15。中高一貫の私立男子校での事例である。中学全学年，
週 2 時間が「情報活用」に割り当てられ，習得単位は総合的な学習の時間に相当する。各
学年の大まかな学習内容は以下のとおりである。生徒のモチベーションを維持するため，
各教科や行事とリンクすることも考慮している。 
   
・中 1：図書館の利用方法，参考図書の使い方，図書館やインターネットを利用した情報
収集 
・中 2：新聞を使った学習（NIE），ディベート，コンピュータの使い方 
・中 3：レポートの作成 
 
  「情報活用」の円滑な実施のために，相互貸借で他館から資料を取り寄せる，企業や団
体からパンフレットを入手する，資料を探しやすくするために書誌データを整備する，と
いった支援を学校図書館が行ったことも報告している。 
 
5. 今後に向けた課題 
現状における課題や若干の提案を以下に挙げる。なお，字数制限もあるため，「学校図書
館にもっと人と予算を」の類の，常に指摘される総論的な課題は述べない。 
 
・情報教育との連携 
  2.で見たように，情報リテラシーという能力はPCや情報機器の操作能力も含意している。
総合的な学習の時間や技術･家庭科の「情報とコンピュータ」，教科「情報」をはじめとす
る情報教育との連携が学校図書館にとって課題であると思われる。この点は，「「教育の情
報化」プロジェクトが学校図書館とは必ずしも関連づけられないまま進められたり，教科
「情報」や中学校の「情報とコンピュータ」が情報の活用という，根本では学校図書館と
重複する目的があるにもかかわらず，図書館利用についての言及が少ない」16等，従来か
ら指摘されている。 
  情報教育との連携に関する，現場からの優れた実践報告が待たれる。 
 
・情報モラルの育成 
2.で見たように，情報モラルは情報リテラシーの重要な要素と考えられている。学校図
書館での教育の中でも，この点を意識したい。書名や出版社名等の出典を明示できるよう
図書の奥付の意味を教える，インターネットを基に作品を作る際も出典を明記するよう指
                                                  
15 参考文献 25.  
16 参考文献 13. 
導する，といった事例報告がすでにある 17。各校での実践においても，こうした点を徹底
することが望まれる。 
 
・児童・生徒のモチベーションの維持 
学習効果をためるためには，授業を受ける側のモチベーションを高く保つのが効果的で
あることは言うまでもない。例えば，4.3 では生徒の関心に合わせたパスファインダーの
製作が意識されていたし，4.4 の授業「情報活用」では，各教科の授業計画や学校行事予
定に対応したカリキュラムにするという工夫をしていた。他にも，学校図書館における調
べ学習のテーマとして，高校受験や大学受験を直接の題材にする（志望校研究や入試過去
問研究等）といったやり方があってよいのではないだろうか。 
 
他にも，担当者が変わってもサービスが低下しないよう，情報リテラシー育成支援の業
務をシステム化しておくこと，各教員・各教科と連携を図り，学校図書館単独でなく学校
全体として取り組むこと，も課題である。 
最後になるが，現在児童・生徒の年齢にあり，本稿で取り上げた事例のような教育を実
際に受けた者が，図書館情報学の研究者や現場の教職員に将来なったとき，学校図書館と
情報リテラシーについてどのような態度を示すかに個人的には興味がある。 
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